













Colonies and Disposal in the Middle Jomon Period：





















































































竪穴に廃棄された状況をうかがい知ることができ，実際に 26 例が確認された（第 2 図）［藤野他
1982］。ここで注意されるのは神谷原Ⅲ期（新道期），Ⅳ期（藤内期）では 1 か所で纏まって出土す

















































落」が形成される。土地利用の頻度が増せば当然 2 次的，3 次的に遺物が移動しもするし，「撹乱」
が頻発し，多時期の遺物の混在する率が高まる。長期間居住が行われた多摩ニュータウン№ 72 遺
跡はそういった最も典型的な集落の一つであろう。
全面発掘調査こそ行われていないものの，小金井市栗山遺跡Ｂ 2 地点（7a 期）では 3 軒の住居
址のうち 2 軒の住居址（1，3 号住居址）間で接合する状況が確認できたのでここでも土器の分割














井の頭池谷頭北側付近に展開する武蔵野市御殿山遺跡（第 2 地区Ｃ地点）（7b ～ 8a 期）では詳
細な個体別土器分布図，接合図が提示されているが，ここでも近接して存在する 3 軒の廃絶竪穴
（1，2，3 号住居址）に土器片が分割して廃棄されており，神谷原，栗山遺跡と近似したあり方が
みえる［下原他 1992］，炉体土器を残す 2 号住居址（8a 期）は相対的に遺物の出土が希薄であるが，
5 ｍ程で近接する 1，3 号住居址間で接合する個体が多くみられ，とくに 3 号住居址では半完形個




が同一遺構内にみられるので，2 次的，多次的に「再廃棄」が行われていた可能性もある（第 3 図 2）。
練馬区中村南遺跡第 2 地点は中新井川右岸に展開する中期前半の集落遺跡では，住居址 7 軒が調
査されている［宮下他 2005］。当該遺跡は正式報告が刊行されていないため遺物の詳細な分布図，
接合図こそ示されていないが，各々7a，8b，9a期の住居址が南群4軒，北群3軒が2か所に「広場」
的空白地帯を挟んで約 50 ～ 60 ｍ程離れて対峙するように遺存している状況がみてとれる。炉体土












































廃絶竪穴凹地への遺物廃棄は中期後半にピークを迎える。八王子市滑坂遺跡（10 期）では 2 な
いし 3 軒での破片の住居址間接合がみられる。その後も竪穴内への廃棄は残るが，加曽利Ｅ 1 ～ 2
期（10 期）が多量の半完形土器を廃棄する「吹上パターン」的廃棄の最終時期となる。次の段階
では，武蔵野台地の諸遺跡では 11c 期には曽利式土器などとともにそれ以上の在地の連弧文土器を
多量に廃棄する事例が多い。国分寺市多喜窪遺跡（第 264 次調査）SI366J 住居址（11c 期）では，








「吹上パターン」［小林 1965］の提唱後 1960 年代後半から 1970 年代にかけて注意が喚起され，
1970 年代には事例の検討も行われるようになった。山本暉久はこれを「住居跡内一括遺存現象」



















藤内Ⅰ古期（7a 期）で，住居址中央の凹地付近に集中して 18 個体の半完形土器が出土している（第
5 図）。深鉢 15 個体，浅鉢（補修孔あり）1 個体，有孔鍔付土器 1 個体，小型土器 1 個体などと
1200 点もの破片が出土した。ここで注意されるのは無傷無欠の個体は 1 点もないこと，覆土には
半完形土器以外にも大小の破片が多量に含まれていたことが挙げられる。土器のタイプ（器種）は





の近隣の集落遺跡でも 7 ～ 8 期の土器が相似たようなタイプ（器種），15 ～ 20 点程の組み合わせ
をもって 1 軒の竪穴から出土している状況を知ることができる。例えば小金井市貫井南遺跡 6 号住


























めて，一時期には 15 ～ 20 点程の各種の個体が同時使用されていたとみたい。また中期後半では土
器のタイプ（器種）こそ減少するが同様のことが言えるのではなかろうか。
多摩市和田・百草遺跡住居址 SI3（8b 期）では約 40 個体ほどの半完形土器が 1 軒の竪穴凹地に
廃棄されているが，これは 1 か所に 2 軒分（2 か所から）の土器がほぼ同時期に廃棄されたことを
物語っているのであろうか［植田他 1986］。
中山谷遺跡 41 号住居址（8b 期）では炉にキャリパー形の深鉢が埋設され，廃絶竪穴の凹地中央
を中心に深鉢，浅鉢形土器など 30 個体以上の半完形にならない大型破片が遺存していた。本住居
址では柱穴直上には遺物が少なく，おそらくは柱の抜き取りがされないうちに土器が廃棄された状
況が見てとれた。埋まりきらない炉を目がけて廃棄が行われたのであろうか（第 6 図 1）。29 号住
居跡に比して土器の復元（完形）率が小さいのも特徴である。また時期も 7b 期～ 8b 期とやや時
間幅のある土器を含むので 2 次以上の「再廃棄」が行われたのであろう。
同遺跡 2 号住居址（9a 期）では，接合状況より土器片が北から南東方向に投棄された状況がう
かがえる［岡崎他 1975］。このように同遺跡の同時期においても廃棄のあり方は多様であることも
明らかである。
同じく野川流域に所在する調布市原山遺跡 SI01 号住居址の廃絶竪穴では 19 個体もの半完形土器
が廃棄されていたが，竪穴凹地中央のやや北寄りに有孔鍔付土器が正位に据え置かれ，内部に深鉢
形土器の胴下半部，口縁方には浅鉢で蓋をするように逆位に被せられたような状態で，その周囲に
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Colonies and Disposal in the Middle Jomon Period：
Mainly in the First Half to the Second Half of the Middle Jomon Period in 
South Kanto
NAKAYAMA Shinji
In the abandoned house-pits of the middle Jomon period in South Kanto, a large number of re-
mains including earthenwares were disposed of. The house-pits were often effectively used as waste 
disposal places for residue generated in daily life. Concerning the disposal in the middle Jomon peri-
od, the characteristics and transition of the disposal of remains according to the time which can be ob-
served from the joints of the earthenwares mainly from the sites of the middle period in the Tama re-
gion, Tokyo were grasped. 
At the beginning of the middle period, earthenwares were thrown away mainly on slopes, and two 
opposing disposal places were set on both sides of vacant land, “open field”, at the center of a colony. 
After the first half of the middle period, as the construction of house-pits increased, the disposal into 
the concave parts of the abandoned house-pits increased. In the first half of the middle period, earth-
enwares were sometimes intentionally thrown into the abandoned house-pits on the opposite side of 
the dwelling and across the “open field” at the center of the colony. At that time, single earthenware 
was sometimes intentionally divided into pieces and thrown away. In the middle stage of the middle 
period, colonies which had disposal places, so-called “earthenware disposal sites”, at the outside of the 
construction appeared. From the middle stage to the second half of the middle period, earthenwares 
were often thrown into the concave parts of the abandoned house-pits which are located at a place rel-
atively close to living places. This is considered to be associated with the use of earthenwares for fur-
nace body, buried pots, etc. 
Concerning the so-called “Fukiage pattern”, which is the state of gathering of semi-finished earth-
enwares, especially in the first half of the middle period, 15 to 20 pieces of similar earthenware types 
（implement types） were found in every house-pit. This is considered to verify the en bloc handling of 
earthenware as one unit at that time （disposal at the same time）. However, the individual items left in 
the abandoned house-pits contain not only semi-finished earthenwares but a lot of broken pieces, 
stone implements, gravel, etc. Therefore, it is presumed that the house-pits originally functioned as 
daily disposal places. 
Key words: disposal, abandoned house-pit, joint, Fukiage pattern
